
平
成
十
五
年
度
は
、
市
長
と
市

議
会
議
員
の
選
挙
が
予
定
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
の
当

初
予
算
に
つ
い
て
は
、
義
務
的
な

経
費
や
毎
年
継
続
し
て
行
っ
て
い

る
事
業
を
中
心
に
七
千
四
百
十
八

億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

新
市
長
就
任
後
に
は
、
経
済
・

雇
用
対
策
、
地
域
福
祉
の
推
進
な

ど
の
重
点
課
題
に
対
応
す
る
事
業

や
、
市
民
自
治
の
実
現
、
市
役
所

改
革
推
進
の
た
め
の
経
費
な
ど
、

六
百
二
十
億
円
を
新
た
に
計
上
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
域
経
済
対
策
や
生

活
保
護
な
ど
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
増
額
し
た
ほ
か
、
職
員
給
与

条
例
を
改
正
し
て
給
与
に
係
る
経

費
を
二
十
六
億
円
減
額
す
る
な
ど

の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
計
八
回
、
総
額
九
百
八

十
八
億
円
の
補
正
の
結
果
、
最
終

予
算
額
は
八
千
四
百
六
億
円
（
対

前
年
度
比
２
・
２
％
減
）
と
な
り

ま
し
た
。

予
算
の
執
行
に
当
た
り
、
歳
入

面
で
は
市
税
な
ど
の
確
保
に
努
め

る
一
方
、
歳
出
面
で
は
経
費
の
節

減
を
図
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
予

※

定
し
て
い
た
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
を
す
る
こ
と
な
く
、
今
後

に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
見
込
み

で
す
。

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保

険
会
計
、
老
人
医
療
会
計
、
公
共

用
地
先
行
取
得
会
計
お
よ
び
砂
防

用
地
先
行
取
得
会
計
で
収
支
不
足

が
生
じ
、
十
六
年
度
の
歳
入
を
繰

り
上
げ
て
十
五
年
度
の
歳
入
に
充

て
る
繰
上
充
用
を
行
う
見
込
み
で

す
。企

業
会
計
で
は
、
交
通
事
業
会

計
に
お
い
て
、
バ
ス
事
業
の
民
営

移
行
に
伴
い
、
平
成
十
六
年
三
月

三
十
一
日
を
も
っ
て
市
営
バ
ス
の

営
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

※
「
財
政
調
整
基
金
」
と
は
、
年
度

間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た

め
の
基
金
で
す
。

財政部
�２１１－２２１６

決算見込額

２５８，５１１
（１３９，７６２円）

１２６，１５５

１１６，２９８

１１５，６９２

９１，８９４
（４９，６８２円）

１８４，４９２

１２９，６９４

１１１，７３９

１０９，１０５

９６，１０９

予算現 額

２５８，０００

１３２，７６１

１２６，５３２

１０９，６９３

１００，２１８

１８８，１４５

１３５，５２６

１２５，１０２

１０９，１９６

９７，４３４

科 目

市 税

国 庫 支 出 金

諸 収 入

地 方 交 付 税

市 債

保 健 福 祉 費

諸 支 出 金

土 木 費

職 員 費

公 債 費

区分

主

な

歳

入

主

な

歳

出

区 分
収 益 的 資 本 的

収 入 支 出 収 入 支 出

病院事業会計
予算現額 ２０，５８４ ２２，４０５ １，５５２ １，９９５

執行済額 ２０，８５７ ２１，８８３ １，５５２ １，９９４

中央卸売市場
事 業 会 計

予算現額 ２，１８０ ２，７５２ ３，６７９ ４，９３０

執行済額 １，９７０ ２，３６１ ２，９５１ ３，８４８

交通事業会計
（電車・バス）

予算現額 ５，４１１ ８，０４７ ５３８ ２９４

執行済額 ６，１４３ ７，９９１ ２，０１４ ２７３

高速電車事業
会計（地下鉄）

予算現額 ４８，５３１ ６０，９３１ ２８，８８１ ４１，５６１

執行済額 ４８，２９３ ５７，８７９ ２３，３９０ ３７，３８８

水道事業会計
予算現額 ４６，４４７ ４５，７１５ ９，１７４ ２３，３９８

執行済額 ４５，６１７ ４３，９２３ ８，９５０ ２２，６６１

下水道事業会計
予算現額 ４７，８２９ ４８，６７１ ２８，９５５ ４５，４８８

執行済額 ４７，２１７ ４７，２０８ ２７，３０６ ４３，８３３

区 分 現 在 高

一 般 会 計 ０

特 別 会 計 ４９３

企 業 会 計 ２，０１６

合 計 ２，５０９

現 在 高

１１２，０７３

７０，２３７

１９，８０９

１４，５１０

１２，７９８

２２９，４２７

区 分

減 債 基 金

土 地 開 発 基 金

まちづくり推進基金

財 政 調 整 基 金

そ の 他 の 基 金

合 計

現 在 高

１，１８６，０４２

６，９４８

１，０８６，８５２

２，２７９，８４２

区 分

一般会計

特別会計

企業会計

合 計

※（ ）内は市民一人当たりの金額（決算見込額を本市の平成１６年３
月３１日付住民基本台帳人口１，８４９，６５０人で除して算出）。

■表１ 一般会計における主な歳入・歳出の決算見込み
（単位：百万円）

（単位：百万円）

■表３ 市債の現在高

予
算
の
執
行
状
況

平成１５年度

平
成
１５
年
度
予
算
の
執
行
見
込
み
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
決
算（
確
定
）の
内
容
は
、
市
議
会
の
認
定
を
受

け
た
後
、
１２
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

詳細

■表４ 基金の現在高
（単位：百万円）

（単位：百万円）

■表２ 企業会計の決算見込み

※収益的収支：企業の経営活動に伴い発生する収入と支出。収入＝料金収入など。
支出＝営業費用、企業債償還費（利子）など。

※資本的収支：企業の将来に向けた経営活動に備えて行う建設改良などに係る収入
と支出。収入＝企業債など。支出＝建設改良費、企業債償還費（元金）など。

■表５ 一時借入金の現在高

※一時借入金：年度の途中で、収入と支出の時期のずれ
から一時的な資金不足が見込まれる時に、その不足を
補うために銀行などから借り入れる資金。
★表３、４、５は平成１６年３月３１日現在

（単位：百万円）
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